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発
想
が
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
活
動
に
つ
い

て
、
そ
の
た
め
の
教
材
と
し
て
、
あ
る

い
は
活
動
の
記
録
と
し
て
自
主
制
作
さ

れ
た
映
像
を
、
ビ
デ
オ
作
品
と
し
て
募

集
し
、
そ
う
し
た
活
動
の
一
層
の
発
展

と
継
続
的
努
力
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
に
標
記
助
成
金
を
交
付
す
る
。

１
・
テ
ー
マ

環
境
教
育
の
教
材
、
創
造
性
・
自
発

性
教
育
の
教
材
、
教
育
活
動
の
記
録
、

高
等
教
育
に
お
け
る
映
像

２
・
作
品
規
定

一
作
品
一
五
分
以
内
の
ビ
デ
オ
。

応
募
作
品
の
点
数
に
制
限
は
な
い
が
、

一
作
品
一
本
の
テ
ー
プ
で
応
募
す
る
こ

と
。

３
・
助
成
金
額

三
〇
万
円
を
五
件
（
総
額
一
五
〇
万

円
）

４
・
応
募
締
め
切
り
　
一
一
月
一
五
日

５
・
問
い
合
わ
せ

〒
一
六
二
―
〇
八
四
三
　
東
京
都
新

宿
区
市
谷
田
町
二
―
七
　
伊
東
ハ
イ
ム

三
〇
一
号
　
（
財
）
下
中
記
念
財
団

下
中
教
育
映
像
助
成
金
事
務
局
　
電
話

〇
三
―
五
二
六
一
―
五
六
八
八

■
学
校
か
ら
無
料
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

活
用
で
き
る
参
加
校
募
集

（
財
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
振
興
セ
ン
タ

■
平
成
一
二
年
度
「
全
国
自
作
視
聴
覚

教
材
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
一
二
九
作
品
が

応
募日

本
視
聴
覚
教
育
協
会
主
催
に
よ
る

標
記
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加
作
品
数
は

一
二
九
作
品
に
の
ぼ
っ
た
。
内
訳
は
次

の
通
り
。

な
お
、
本
年
度
か
ら
郷
土
学
習
教
材

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
自
作
視
聴
覚
教
材
コ

ン
ク
ー
ル
の
一
部
門
と
し
て
実
施
す

る
。小

学
校
部
門
（
幼
稚
園
を
含
む
）

五
三
作
品

中
学
校
部
門
　
　
　
　
　
一
五
作
品

高
等
学
校
部
門
　
　
　
　
　
七
作
品

社
会
教
育
部
門
　
　
　
　
三
七
作
品

郷
土
学
習
教
材
部
門
　
　
一
七
作
品

参
加
種
別
＝
ビ
デ
オ
八
七
作
品
、
ス

ラ
イ
ド
一
四
作
品
、
Ｔ
Ｐ
五
作
品
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
一
九
作
品
、
紙
し

ば
い
四
作
品

■
「
第
九
回
下
中
教
育
映
像
助
成
金
」

応
募
作
品
募
集

（
財
）
下
中
記
念
財
団
で
は
、
小
・

中
・
高
校
生
等
を
対
象
と
す
る
内
容
・

◆主要記事◆
◆平成1 2年度「全国自作視聴覚教材

コンクール」に129作品が応募
◆「第９回下中教育映像助成金」応募

作品募集
◆学校から無料でデータベースを活用

できる参加校募集
◆「ネットワークフォーラム in福岡」

開催

◆総合的学習・情報教育セミナー in
ＦＵＫＵＩ

◆平成12年度「著作権実務セミナー」
開催

◆「第44回日本紹介映画・ビデオコン
クール」開催

◆「第12回丹波篠山ビデオ大賞」
◆「第１回手づくり紙芝居コンクール」

協

会

情

報
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新
聞
―
朝
日
、
毎
日
、
読
売
、
産
経

他
／
写
真
―
毎
日
フ
ォ
ト
バ
ン
ク
写
真

記
事
（
毎
日
新
聞
社
）、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
被
害
記
録
（
東
京
都
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ー
ビ
ス
）
／
辞
書
―
現
代
用
語
の
基

礎
知
識
（
自
由
国
民
社
）
、
大
辞
泉

他
／
図
鑑
―
昆
虫
館
、
水
族
記
、
植
物

誌
（
小
学
館
）、
世
界
の
国
旗
（
表
現

研
究
所
）
／
な
ど
全
一
二
分
野
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス

５
・
問
い
合
わ
せ

〒
一
〇
五
―
〇
〇
〇
四
　
東
京
都
港

区
新
橋
二
―
一
三
―
八
　
新
橋
東
和
ビ

ル
五
階
　
（
財
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
振
興

セ
ン
タ
ー
振
興
部
普
及
課
　
電
話
〇
三

―
三
五
〇
八
―
二
四
三
〇
　

■
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

福
岡
」
開
催

全
国
文
化
・
学
習
情
報
提
供
機
関
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
、（
財
）
高
度
映

像
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
）
他
の

共
同
主
催
に
よ
り
、「
ア
ジ
ア
と
の
情

報
交
流
は
九
州
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
、

一
〇
月
一
二
日
（
木
）
・
一
三
日
（
金
）

の
二
日
間
、
標
記
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
る
。

ー
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）
で
は
、
通
産
省
、
情
報

処
理
振
興
事
業
協
会
、
国
内
の
主
要
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
及
び
デ

ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
等
の
協
力
を
得
て
、

「
教
育
分
野
に
お
け
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

利
用
推
進
事
業
」
を
昨
年
よ
り
実
施
し

て
お
り
、
今
年
も
継
続
実
施
す
る
。

こ
の
事
業
は
、
学
校
の
端
末
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
同
セ
ン
タ
ー

の
サ
ー
バ
へ
ア
ク
セ
ス
し
て

デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
検
索
、
授
業
の
教
材
と
し
て

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
で
き
る
参
加
校

を
募
集
す
る
も
の
。（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
・
セ
ン
タ
ー
が
リ
ン
ク
を
管
理

す
る
の
で
、
児
童
･
生
徒
は
有
害
情
報

に
は
一
切
接
触
し
な
い
）

１
・
参
加
校

全
国
の
小
・
中
・
高
・
高
専
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
が
整
備
さ
れ
て

い
る
学
校
。（
条
件
―
使
用
し
た
シ
ス

テ
ム
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
る
。
可
能
で
あ
れ
ば
、

本
事
業
主
催
の
教
職
員
向
け
研
修
に
出

席
）

２
・
経
費
　
回
線
費
用
の
み
負
担

３
・
利
用
期
限

平
成
一
二
年
九
月
一
八
日
（
月
）
〜

一
三
年
三
月
三
一
日
（
土
）

４
・
提
供
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

●
ブ
ッ
ク
・
レ
ビ
ュ
ー

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
行
こ
う

│
そ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
紀
行

│
」
山
下
治
子
著
、
ミ
ュ
ゼ
、
二
〇
〇

〇
年
六
月
、
Ａ
五
判
、
二
二
四
頁
、
一

六
〇
〇
円
（
税
別
）

本
書
は
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ

プ
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
風
穴
を
空
け

た
い
！
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
っ

た
著
者
が
現
地
に
出
向
い
て
、
目
と
耳

で
収
集
し
た
貴
重
な
情
報
が
、
カ
ラ
ー

写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
利
用
し
た
レ
イ
ア

ウ
ト
と
、
シ
ョ
ッ
プ
を
愛
し
て
や
ま
な

い
著
者
の
語
り
を
中
心
に
編
集
さ
れ
た

も
の
で
、
全
編
を
と
お
し
て
、
利
用
者

に
と
っ
て
は
シ
ョ
ッ
プ
や
グ
ッ
ズ
が
主

役
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
シ
ョ
ッ
プ
と
グ
ッ
ズ
の
楽
し

み
方
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

前
半
は
、「
東
京
国
立
博
物
館
」
や

「
目
黒
寄
生
虫
館
」
な
ど
特
徴
的
な
二

四
の
シ
ョ
ッ
プ
が
紹
介
さ
れ
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
と
っ
て
シ
ョ
ッ
プ
が
い
か
に

重
要
か
と
い
う
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

後
半
は
、「
名
古
屋
港
水
族
館
」「
か
み

つ
け
の
里
博
物
館
」
な
ど
代
表
的
な
八

つ
の
シ
ョ
ッ
プ
を
取
り
上
げ
、
グ
ッ
ズ

の
商
品
化
の
楽
屋
裏
の
ド
ラ
マ
が
紹
介

さ
れ
る
。
最
後
の
章
で
は
、
新
横
浜
ラ

ー
メ
ン
博
物
館
の
「
な
る
と
巻
き
グ
ッ

ズ
」
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー
博
物
館
の

「
お
髭
の
方
用
カ
ッ
プ
＆
ソ
ー
サ
ー
」

な
ど
、
著
者
が
選
ん
だ
一
〇
の
ユ
ニ
ー

ク
グ
ッ
ズ
が
紹
介
さ
れ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
、
客
観
性
や

統
計
を
重
視
し
た
定
量
デ
ー
タ
の
収
集

を
中
心
に
、
法
則
を
抽
出
し
て
い
く
こ

れ
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
い
き
づ
ま
り

を
み
せ
て
お
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
た

な
方
法
論
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

世
界
に
も
そ
れ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
、
個
別
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
定
性
デ
ー
タ
を
丹
念

に
収
集
し
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
た

本
書
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、「
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
」
の
新
た
な

地
平
を
切
り
ひ
ら
く
手
が
か
り
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
と
い
え
る
と
思
う
。

（
塚
原
　
正
彦
）

研

究

会

情

報
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実
行
委
員
会
事
務
局
　
電
話
〇
九
二
―

九
四
七
―
三
五
一
一

■
総
合
的
学
習
・
情
報
教
育
セ
ミ
ナ

ー
in
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｉ

金
沢
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践

総
合
セ
ン
タ
ー
他
主
催
に
よ
る
標
記
セ

ミ
ナ
ー
は
、「
総
合
的
学
習
」
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
柱
を
ど
う
立
て
る
の
か
、

評
価
は
ど
う
す
る
の
か
、
ま
た
「
情
報

教
育
」
の
小
学
校
や
中
学
校
と
の
体
系

化
や
連
続
性
を
ど
う
は
か
れ
ば
い
い
の

か
、
な
ど
の
問
い
に
対
し
て
、
教
育
改

革
の
目
的
や
方
向
性
に
戻
り
、
実
践
を

通
し
て
考
え
る
。

１
・
日
時

九
月
一
七
日
（
日
）
一
二
時
三
〇
分

〜
一
七
時

２
・
会
場

福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
三
号
館

四
階
・
大
視
演

３
・
内
容

基
調
講
演
「
教
育
改
革
パ
ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ブ
（
仮
題
）」
寺
脇
研
氏
（
文
部

省
大
臣
官
房
政
策
課
長
）

鼎
談
「
教
育
改
革
に
期
待
す
る
も
の

―
総
合
、
情
報
、
子
ど
も
の
心
―
」
村

川
雅
弘
氏
（
鳴
門
教
育
大
学
）、
大
野

木
裕
明
氏
（
福
井
大
学
）、
黒
上
晴
夫

氏
（
金
沢
大
学
）

全
国
の
文
化
・
学
習
情
報
の
提
供
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
遠
隔
学
習
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
関
心
の
あ
る
方
を
対

象
に
、
全
国
の
文
化
・
学
習
情
報
提
供

機
関
が
連
携
し
生
涯
学
習
情
報
の
収

集
・
提
供
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
・

協
議
す
る
。

１
・
主
な
内
容

基
調
講
演
「
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

未
来
教
育
！
」
鈴
木
敏
恵
氏
（
未
来
教

育
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
／
第
一
分
科
会
「
ア

ジ
ア
と
の
情
報
交
流
は
九
州
か
ら
」
、

第
二
分
科
会
「
生
涯
学
習
施
設
の
情
報

化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
推
進
」
／

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
の
実
践
と
課
題
―
コ
ン
テ
ン
ツ
・

サ
ー
ビ
ス
・
運
営
―
」
／
視
察
―
福
岡

市
総
合
図
書
館
、
福
岡
市
博
物
館

２
・
会
場

福
岡
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
（
福
岡
市

東
区
箱
崎
二
―
五
二
―
一
）

３
・
参
加
費
　
四
、
〇
〇
〇
円
（
情
報

交
換
会
は
別
途
四
、
〇
〇
〇
円
）

４
・
問
い
合
わ
せ

〒
八
一
一
―
二
四
〇
二
　
福
岡
県
粕

屋
郡
篠
栗
町
金
出
三
三
五
〇
―
二
　
福

岡
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
内

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
福
岡
」

●
ブ
ッ
ク
・
レ
ビ
ュ
ー

「
知
の
編
集
術
│
発
想
・
思
考
を
生
み

出
す
技
法
│
」

松
岡
正
剛
著
、
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年

一
月
刊
、
新
書
判
、
二
六
〇
頁
、
六
八

〇
円
（
税
別
）

「
編
集
」
と
は
一
体
な
ん
で
し
ょ

う
？
新
聞
や
書
籍
、
映
像
作
品
を
制
作

す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
た
ち

が
す
る
仕
事
の
み
を
「
編
集
」
と
認
識

し
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

こ
の
本
の
な
か
で
著
者
（
編
集
工
学

研
究
所
所
長
・
帝
塚
山
学
院
大
学
教

授
）
は
、「
人
が
生
き
て
い
く
上
で
言

葉
や
動
作
、
図
形
な
ど
を
覚
え
、
そ
れ

ら
を
使
っ
て
意
味
を
組
み
立
て
周
り
の

人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ

と
、
そ
の
す
べ
て
に
編
集
方
法
が
生
き

て
い
る
。」
と
み
な
し
て
い
ま
す
。

日
常
会
話
や
あ
ら
ゆ
る
学
問
に
も
、

芸
能
や
ス
ポ
ー
ツ
、
料
理
も
編
集
さ
れ

て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
見
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
は
常
に
あ
ら
ゆ
る
情
報
に
囲
ま

れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の

情
報
は
何
ら
か
の
形
に
編
集
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。

子
ど
も
が
大
好
き
な
「
ご
っ
こ
遊
び
」

や
「
し
り
と
り
」「
宝
捜
し
」
も
、
小

説
の
中
に
出
て
く
る
「
会
話
」
も
ス
ポ

ー
ツ
ル
ー
ル
も
す
べ
て
編
集
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

内
容
は
、
第
一
章
・
編
集
は
誰
に
で

も
で
き
る
、
第
二
章
・
編
集
は
遊
び
か

ら
生
ま
れ
る
、
第
三
章
・
要
約
編
集
と

連
想
編
集
、
第
四
章
・
編
集
技
法
の
パ

レ
ー
ド
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お
り
、

映
画
や
漫
画
、
小
説
の
一
シ
ー
ン
な
ど

を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
〈
編
集
稽
古
〉

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
読
み
進
む

に
つ
れ
て
読
者
が
「
編
集
者
」
に
な
れ

る
（
気
が
し
て
く
る
）
楽
し
い
一
冊
。

二
一
世
紀
を
目
前
に
し
、
社
会
全
体

が
大
き
な
再
編
集
時
代
を
迎
え
て
い
る

今
、
各
自
の
編
集
力
が
急
速
に
要
請
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え

る
著
者
が
、
編
集
の
方
法
の
基
礎
を
、

で
き
る
限
り
自
由
に
案
内
し
て
く
れ
て

い
る
同
書
は
、
言
わ
ば
自
分
で
知
を
動

か
す
た
め
の
入
門
書
と
も
い
え
ま
し
ょ

う
。

（
三
浦
　
佳
子
）
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●
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

二
―
二
）

３
・
内
容

「
最
近
の
著
作
権
法
改
正
と
今
後
の

課
題
」、「
著
作
権
概
論
」「
広
告
関
係

著
作
権
の
実
務
」、「
映
像
関
係
の
著
作

権
の
実
務
」、「
判
例
に
み
る
著
作
権
の

諸
問
題
」、「
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る

音
楽
著
作
権
の
諸
問
題
」、「
出
版
関
係

著
作
権
の
実
務
」

４
・
参
加
人
数
　
一
七
〇
名
（
先
着
順
）

５
・
参
加
料

一
般
二
五
、
〇
〇
〇
円
（
会
員
一
五
、

〇
〇
〇
円
）

５
・
問
い
合
わ
せ

〒
一
〇
〇
―
〇
〇
一
二
　
東
京
都
千

代
田
区
日
比
谷
公
園
一
―
三
　
市
政
会

館
　
（
社
）
日
本
著
作
権
協
議
会
　
電

話
〇
三
―
三
五
〇
一
―
三
二
七
一

■
「
第
四
四
回
日
本
紹
介
映
画
・
ビ
デ

オ
コ
ン
ク
ー
ル
」
開
催

（
財
）
日
本
映
画
海
外
普
及
協
会
、

（
社
）
映
像
文
化
製
作
者
連
盟
主
催
に

よ
る
標
記
コ
ン
ク
ー
ル
は
「
日
本
の
姿

を
海
外
に
紹
介
す
る
優
秀
な
短
編
映
画

及
び
ビ
デ
オ
の
選
奨
」
を
目
的
と
し
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

本
年
度
の
参
加
作
品
は
、
平
成
一
一

分
科
会
一
「
総
合
的
学
習
」
渡
邊
輝

幸
氏
（
福
井
市
立
円
山
小
学
校
）、
間

和
生
氏
（
福
井
市
立
国
見
中
学
校
）
、

嶌
岡
忠
彦
氏
（
大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
）

分
科
会
二
「
情
報
教
育
」
甲
斐
和
浩

氏
（
福
井
県
教
育
研
究
所
・
予
定
）
、

山
本
利
一
氏
（
同
・
予
定
）、
影
戸
誠

氏
（
名
古
屋
市
立
西
陵
商
業
高
等
学
校
）

３
・
参
加
費
　
無
料
（
資
料
代
一
、
〇

〇
〇
円
）

４
・
問
い
合
わ
せ

〒
九
一
八
―
八
二
〇
五
　
福
井
県
福

井
市
四
ツ
居
三
―
一
五
―
一
七
　
福
井

市
立
円
山
小
学
校
内
　
福
井
県
教
育
工

学
研
究
会
事
務
局
　
担
当
・
渡
邊
輝
幸

電
話
〇
七
七
六
―
五
四
―
五
八
一
八

■
平
成
一
二
年
度
「
著
作
権
実
務
セ
ミ

ナ
ー
」
開
催

（
社
）
日
本
著
作
権
協
議
会
で
は
、

各
分
野
・
団
体
の
著
作
権
実
務
担
当
者

を
対
象
に
、
著
作
権
の
包
括
的
な
知
識

を
で
き
る
だ
け
実
務
に
即
し
て
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。

１
・
期
日

一
〇
月
四
日
（
水
）
・
五
日
（
木
）

２
・
会
場

富
国
生
命
ビ
ル
二
八
階
第
一
・
二
会

議
室
（
東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
―

（
株
）　
共
栄
商
事

プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用

ア
ジ
ャ
ス
タ
ブ
ル
ス
タ
ン
ド

Ｐ
Ａ
Ｓ
―
２
０
０
０
（
電
動
昇
降
式
）

（
株
）　
共
栄
商
事
で
は
、
薄
型
テ
レ
ビ

の
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
機
材
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
進
め

て
い
る
が
、
こ
の
た
び
新
た
に
電
動
で

昇
降
で
き
る
ス
タ
ン
ド
を
開
発
し
た
。

そ
の
特
徴
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
設
置
環
境

に
対
応
し
て
い
る
。

①
昇
降
は
電
動
で
操
作
簡
単
。

②
モ
ニ
タ
ー
中
心
の
高
さ
が
最
大
二
ｍ
。

③
二
連
設
置
が
可
能
。

④
価
格
三
四
八
、
〇
○
○
円
（
税
別
）

〈問い合わせ〉

（株）共栄商事

電話　03-3719-2411

ファックス　03-3719-9194

http://www.kyoei-shoji.co.jp

スイッチ操作でモニター中心高さ1,300～
2,000㎜までの高さが可能です。

コ

ン

ク

ー

ル

情

報
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山
市
杉
七
―
一
　
篠
山
市
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
内
　
丹
波
篠
山
ビ
デ
オ
大
賞

実
行
委
員
会
事
務
局
　
電
話
〇
七
九
五

―
九
四
―
二
三
二
七

■
「
第
一
回
手
づ
く
り
紙
芝
居
コ
ン
ク

ー
ル
」

手
づ
く
り
紙
芝
居
コ
ン
ク
ー
ル
実
行

委
員
会
で
は
、
創
造
性
に
富
ん
だ
手
づ

く
り
の
紙
芝
居
の
奨
励
・
普
及
、
紙
芝

居
の
質
的
向
上
を
目
指
し
、
人
間
と
し

て
の
豊
か
な
感
性
を
育
む
こ
と
を
目
的

に
次
の
要
領
で
開
催
す
る
。

１
・
規
定

応
募
資
格
は
、
幼
稚
園
生
か
ら
成
人

ま
で
。
ジ
ュ
ニ
ア
と
一
般
の
二
部
門
。

作
品
内
容
は
、
自
分
で
考
え
た
創
作
の

も
の
と
し
、
応
募
点
数
は
、
二
点
以
内
。

個
人
で
も
共
同
制
作
で
も
可
。
作
品
の

大
き
さ
、
枚
数
は
自
由
。
四
〇
〇
字
以

内
の
あ
ら
す
じ
を
必
ず
つ
け
る
こ
と
。

２
・
賞

各
部
門
に
大
賞
、
優
秀
賞
他

３
・
募
集
締
切

九
月
一
九
日
（
火
）

４
・
問
い
合
わ
せ

〒
二
二
〇
―
八
五
八
五
　
横
浜
市
西

区
紅
葉
ヶ
丘
九
―
二
　
神
奈
川
県
立
図

書
館
視
聴
覚
部
業
務
課

電
話
〇
四
五
―
二
四
一
―
三
一
三
一

年
一
〇
月
一
日
〜
平
成
一
二
年
九
月
三

〇
日
ま
で
に
完
成
し
た
作
品
で
、
申
し

込
み
締
め
切
り
は
、
一
〇
月
二
日
（
月
）

正
午
ま
で
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
等
、
詳
細

は
（
社
）
映
像
文
化
製
作
者
連
盟
（
電

話
〇
三
―
三
五
〇
一
―
〇
二
三
六
）

へ
。

■
「
第
一
二
回
丹
波
篠
山
ビ
デ
オ
大
賞
」

丹
波
篠
山
ビ
デ
オ
大
賞
実
行
委
員
会
、

篠
山
市
他
で
は
、
映
像
を
通
し
て
自
己

表
現
力
を
競
う
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
ビ
デ

オ
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
。

１
・
テ
ー
マ

「
ふ
る
さ
と
」、「
自
己
主
張
」、「
生

き
ざ
ま
」、「
私
が
見
つ
け
た
丹
波
篠
山
」

２
・
規
定

ア
マ
チ
ュ
ア
制
作
の
一
〇
分
以
内
の

も
の
で
、
他
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し

て
い
な
い
こ
と
。

３
・
申
し
込
み
・
締
め
切
り

一
一
月
三
〇
日
（
木
）

４
・
賞

ビ
デ
オ
大
賞
二
〇
万
円
、
兵
庫
県
知

事
賞
、
篠
山
市
長
賞
他

５
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
六
六
九
―
二
二
九
二
　
兵
庫
県
篠

各

地

の

情

報

●
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

総
合
的
な
学
習
を力

強
く
サ
ポ
ー
ト
！

（
株
）　ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム

「

な
る
ほ
ど
ね
っ
と
」

子　
ど　
も　
自　
身　
が　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
を　
学　

ぶ　
こ　
と　
の　
で　
き　
る　
ソ　
フ　
ト　
。　
総　
合　
的　
な　

学　
習　
の　
時　
間　
に　
有　
効　
に　
活　
用　
で　
き　
る　
ソ　

フ　
ト　
で　
、　
調　
べ　
学　
習　
に　
最　
適　
な　
教　
材　
の　

一
つ
に
な
ろ
う
。
そ
の
特
色
は
、

①　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
か　
ら　
絵　
や　
文　
字　
を　

簡
単
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

②　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　
を　
閲　
覧　
で　
き　
、　
画　

像　
や　
テ　
キ　
ス　
ト　
文　
字　
を　
マ　
ウ　
ス　
に　
よ　
る　
ド　

ラ　
ッ　
グ　
＆　
ド　
ロ　
ッ　
プ　
操　
作　
で　
「　
ビ　
ジ　
ュ　
ア　

ル　
ト　
レ　
イ　
」　
に　
取　
り　
込　
む　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
。　

反　
対　
に　
、　
不　
要　
な　
絵　
や　
文　
字　
は　
す　
ぐ　
に　

消
去
で
き
る
。

③　
ビ　
ジ　
ュ　
ア　
ル　
ブ　
ッ　
ク　
マ　
ー　
ク　
機　
能　
に　

よ　
り　
、　
集　
め　
た　
絵　
や　
文　
字　
を　
ク　
リ　
ッ　
ク　

す　
る　
と　
、　
ダ　
イ　
レ　
ク　
ト　
に　
取　
得　
元　
ペ　
ー　
ジ　

に
ジ
ャ
ン
プ
す
る
。

④　
取　
り　
込　
ん　
だ　
絵　
や　
文　
の　
引　
用　
が　
簡　

単　
に　
で　
き　
、　
そ　
の　
時　
引　
用　
し　
た　
日　
付　
け　

と　
ど　
こ　
の　
場　
所　
か　
ら　
と　
い　
う　
こ　
と　
が　
、　
明　

記　
さ　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
こ　
の　
事　

に　
よ　
り　
、　
著　
作　
権　
に　
つ　
い　
て　
の　
意　
識　
付　

け　
が　
さ　
れ　
た　
り　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
利　
用　

の　
マ　
ナ　
ー　
教　
育　
が　
で　
き　
る　
仕　
組　
み　
に　
な　
っ　

て　
い　
る　
。　
ま　
た　
、　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　
固　
有　

の　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
ナ　
ン　
バ　
ー　
を　
マ　
ウ　
ス　

で　
入　
力　
す　
る　
だ　
け　
で　
、　
目　
的　
の　
ペ　
ー　
ジ　

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
を　
積　
極　
的　
に　
活　
用　

し　
、　
情　
報　
の　
学　
習　
に　
役　
立　
て　
る　
能　
力　
を　

育　
て　
る　
こ　
と　
を　
ね　
ら　
い　
と　
し　
て　
作　
ら　
れ　
た　

こ　
の　
「　
な　
る　
ほ　
ど　
ね　
っ　
と　
」　
に　
は　
、　
授　
業　

で　
す　
ぐ　
使　
え　
る　
実　
践　
事　
例　
集　
も　
付　
い　
て　

い
る
。

対　
象　
は　
、　
小　
学　
校　
は　
も　
ち　
ろ　
ん　
、　
中　

学　
校　
、　
高　
校　
の　
授　
業　
で　
も　
使　
え　
る　
幅　
広　

い
活
用
が
可
能
な
ソ
フ
ト
で
も
あ
る
。

（
鈴
木
　
勢
津
子
）

〈
価
格
〉
五
、
二
○
○
円
（
税
別
）

〈　
問　
い　
合　
わ　
せ　
先　
〉　
株　
式　
会　
社　
ジ　
ャ　
ス　
ト　

シ
ス
テ
ム

電
話
　
○
三
│
五
四
一
二
│
三
九
三
九


